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司会・進行　　林田浩一 座長　　神尾陽子

お問い合せ先・事務局

ＮＣＮＰ市民公開講座

www.ncnp.go.jp独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター市民公開講座 事務局
〒160-0022 東京都新宿区新宿1-24-7-313 株式会社ケイ・コンベンション内
TEL. 03-5367-2382  FAX. 03-5367-2187  E-mail. ncnp@k-con.co.jp 

参加ご希望の場合は下記URLよりお申込み下さい

独立行政法人 国立精神・神経医療研究センター（NCNP）

参加費無料
定員500名/先着順
参加費無料
定員500名/先着順

2013年11月4日（月・祝日）13：30～15：30（開場13：00～）日 時

会 場 イイノホール（4F）〒100-0011 東京都千代田区内幸町2-1-1

Program

挨拶

「発達障害と向き合う地域社会：
  　 最近の大規模疫学研究から」

　
「発達障害児の行動をもっと理解する：
    最先端の脳科学研究から」

「うつや不安を軽減する、子どものための認知行動療法：
  発達障害のある子どものより良い適応のために」

「自閉症の乳児期研究と超早期支援、今後の展望」

「ネズミが自閉症になるのか？：基礎研究の最先端」

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所長　福田祐典

国立精神・神経医療研究センター 精神保健研究所
児童・思春期精神保健研究部 部長  神尾陽子

金沢大学 子どものこころの発達研究センター 特任准教授　菊知　充

同志社大学心理学部 准教授　石川信一

豊田市こども発達センター センター長　高橋　脩

理化学研究所脳科学総合研究センター
精神生物学研究チームシニア チームリーダー　内匠　透


